
２０２３年度 入学試験問題

算 数
（第２回）

［注意］

１．定規、三角定規、分度器、コンパス、計算機は使ってはいけません。

これらはかばんの中にしまいなさい。

２．試験開始の合図があるまで、この問題冊子の中を見てはいけません。

３．解答用紙は、問題冊子の中にはさんであります。試験開始の合図があったら、

解答用紙を取り出して受験番号と氏名を記入し、QR コードシールをはりなさい。

４．解答はすべて解答用紙に記入しなさい。

５．問題冊子の余白等は自由に使って構いません。

６．試験終了後、解答用紙のみ提出し、問題冊子は持ち帰りなさい。
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１ 次の に当てはまる数を答えなさい。

問１ （１－１２）×（１－１３）×（１－１４）×…×（１－ １
１００）

×（１＋１２）×（１＋１３）×（１＋１４）×…×（１＋ １
１００）＝

問２ ０．２kg ＋１０g －７３００mg －０．０００４kg ＝ g

問３ 今から８年前、母の年令は子の年令の７倍でした。また、今から１８年後、母の年令は

子の年令の１．８倍になります。現在の母の年令は 才です。

ふ つう

問４ 毎時 kmの速さで走る急行列車と、急行列車の３分の２の速さで走る普通列車が

はし はな

同時に鉄橋の両端にさしかかり、その１２秒後に鉄橋の中央から６０mだけ離れた地点で
ちが

すれ違い始めました。

問５ ある学年には生徒が２４３名います。生徒１名につき１人だけを選んで投票を行い、票の

数の多い方から３名を委員として選びます。このとき、生徒A君は 票以上得られれば、

必ず委員として選ばれます。ただし、無効票はないものとします。

問６ 次のような規則にしたがって
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と分数が並んでいます。最初から数えて２００番目の分数は です。

１ の問７に続きます。

― １ ―



（計算用）

― ２ ―
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問７ 右の図で点Ｐは辺ＡＦのちょうど真ん中の点です。

また、ＥＱ：ＱＤ＝１：３です。
しゃせん

斜線部分の三角形ＤＱＰの面積は正六角形ＡＢＣＤＥＦ

の面積の 倍です。

問８ 下の【図１】は、半径１５cm、高さ３０cmの円柱から一部を切り取ってできた立体で、

点Ｏは底面の円の中心です。底面と３つのおうぎ形は平行で、底面と３つの長方形は垂直

です。この立体を真上から見たところ【図２】のようになります。この立体の表面積は

cm２です。ただし、円周率は３．１４とします。

― ３ ―



（計算用）

― ４ ―
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２ ある容器には、３つの管Ａ、Ｂ、Ｃがあり容器に水が入っている状態で管を開けるとそこから
じゃぐち

水が出ていきます。また、蛇口からは水が毎分１０L 出て、この容器に入れます。

はじめに、蛇口を開けて容器に水を入れると同時にＡだけを開けて水を出します。１０分後、

Ｂも開けて水を出し、さらに１０分後にＣも開けて３つの管で水を出したところ、時間と容器

の中の水の量の関係は、【図１】のようになりました。あとの問いに答えなさい。

【図１】

問１ Ｃからは毎分何 L の水が出ていきますか。

問２ 容器の中に４２０L の水が入っている状態から、蛇口で水を入れると同時にＣだけを開けて

水を出します。その後、Ｂも開けて水を出し、さらに数分後、Ａも開けて水を出したところ、

はじめから６０分後に容器の中の水がすべてなくなり、時間と容器の中の水の量の関係は、

【図２】のようになりました。

（�の数）：（�の数）＝３：４のとき、�の数はいくつですか。

【図２】

― ５ ―



（計算用）

― ６ ―



３ 下の図のような平行四辺形ＡＢＣＤがあります。また、点Ｅ、Ｆはそれぞれ辺ＡＤ、ＢＣ上

にあり、ＡＢとＥＦは平行です。ＡＣとＢＥ、ＢＤが交わる点をそれぞれＧ、Ｈとし、ＥＦと

ＡＣ、ＢＤが交わる点をそれぞれＩ、Ｊとします。

（三角形ＡＢＥの面積）：（三角形ＡＢＣの面積）＝３：４であるとき、あとの問いに答えなさい。

問１ ＡＩ：ＩＣを、最も簡単な整数の比で表しなさい。

問２ ＡＧ：ＧＨ：ＨＩ：ＩＣを、最も簡単な整数の比で表しなさい。

問３ ＧＥ上に点Ｋをとったとき、三角形ＢＤＥの面積が四角形ＫＪＤＥの面積のちょうど２倍

になりました。このとき、四角形ＧＨＪＫの面積は平行四辺形ＡＢＣＤの面積の何倍ですか。

― ７ ―



（計算用）

― ８ ―



5 cm

４ 下の図のように１辺が５cmの立方体が８個すき間なく重なってできた立体 Sがあります。

円周率を３．１４として、あとの問いに答えなさい。

じく

問１ この立体Ｓを、図の点Ａと点Ｂを結んだ直線を軸にして１回転させたとき、できた立体の

体積は何 cm３ですか。

問２ この立体Ｓを、図の３点Ｃ、Ｄ、Ｅを通る平面で２つに切り分け、体積が小さい方の立体を、

点Ａと点Ｂを結んだ直線を軸にして１回転させます。このとき、できた立体の体積は何 cm３

ですか。

― ９ ―



（計算用）

―１０ ―



５ １から２００までの整数が書かれた２００枚のカードがあり、ここからＡ君、Ｂ君、Ｃ君の

順に１枚ずつカードを引きました。なお、引いたカードはもとにもどさなかったものとします。

Ｂ君が引いたカードに書かれていた数は、同じ整数を２回かけた数でした。また、３人が

それぞれ引いたカードに書かれていた数の最大公約数と、Ａ君とＢ君の２人がそれぞれ引いた

カードに書かれていた数の最大公約数はともに１２でした。あとの問いに答えなさい。

問１ Ａ君が引いたカードに書かれていた数は、全部で何通り考えられますか。

問２ Ａ君が引いたカードに書かれていた数が７の倍数であったとします。Ａ君が引いたカード

に書かれていた数の約数の個数と、Ｂ君の引いたカードの数の約数の個数の和が最も大きく

なるとき、この約数の個数の和はいくつですか。

問３ Ａ君が引いたカードに書かれていた数が５の倍数であったとします。Ｂ君が引いたカード

に書かれていた数と、Ｃ君が引いたカードに書かれていた数の和が、Ａ君が引いたカードに

書かれていた数で割り切れたとき、３人がそれぞれ引いたカードに書かれていた数の組合せ

は全部で何通り考えられますか。

―１１ ―



（問題は前のページで終わり） （計算用）

―１２ ―






